
              令和７年度 主要な事業

　（区分：◎総合指針重点事業  ○新規事業　△一部新規・拡充事業　空白＝継続事業）

№ 区分 事業名・事業内容

＜一般会計＞ （　）の額は事業費の内額

【総務費】　

1 △ 都市親善費 ( 7,662 )

　インドネシア共和国バリ州バドゥン県との観光、文化等の交流目的を定めた協力覚
書の締結及び市民機運の醸成、交流事業を検討するワークショップを実施するととも
に、東京２０２５デフリンピック開催に向けたポルトガル共和国の事前キャンプにお
いて、交流事業を実施

2 職員採用関係費 19,104

　市政のさらなる推進・発展に資する人材を求めるため、採用情報の周知を図るとと
もに、本市の将来を担うことができる人材の採用につながる職員採用試験を実施

3 職員研修費 17,265

　藤沢市人材育成基本方針に基づき、職員一人ひとりの資質の向上・組織力の向上を
図り、市民サービスの向上につながるよう、各種研修事業を実施

4 コンタクトセンター関係費 292,301

　電話、問い合わせフォーム（電子メール・チャット）による市民等からの問い合わ
せに一元的かつワンストップに対応するコンタクトセンターの運営

5 △ 共創推進費 8,097

　共創を推進するため、普及啓発、人材育成、多様な主体と連携した事業等を実施

6 △ 行政改革等推進事業費 36,736

　行財政改革２０２４実行プランを総括するとともに、行財政改革協議会の開催、指
定管理者制度の活用、市が実施する事務事業について業務分析を実施するなど、行財
政改革を推進

7 ◎ 生活・文化拠点再整備費 150,671

　生活・文化拠点を再整備するため、管理・運営計画を策定するとともに、基本設計
を実施

8 ◎ △ デジタル推進事業費 254,485

　市民等の利便性の向上や内部事務の効率化に資するデジタルプラットフォーム等の
構築やデジタル人材の育成、デジタル市役所の実現を推進するとともに、新たにマイ
ナンバー連携アプリを導入し郵送事務のＤＸを実施

9 ◎ スマートシティ推進事業費 33,636

　企業、大学、市民など多様な主体と連携し、ロボットを含む最先端技術の活用や次
世代人材の育成などを行うことで、市民生活の質の向上を実感できるスマートシティ
の実現を推進

10 郷土づくり推進会議関係費 5,823

　市民、地域団体等の市民参画による地域の特性を生かした郷土愛あふれるまちづく
りを推進するため、市内１３地区に設置した郷土づくり推進会議を運営

11 ◎ 六会地区まちづくり事業費 988

　活気あるまちづくりを推進するため、花の植栽活動による美しいまちづくり事業及
び六会まちおこし活動支援事業を実施

　事業費(千円)

資料２ 令和7年2月6日
議案説明資料
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12 ◎ △ 片瀬地区地域まちづくり事業費 934

　民俗文化財等継承事業など３事業に加え、地域の魅力発信や地域住民のコミュニ
ケーションを強化する広報事業など２事業を実施

13 ◎ 明治地区まちづくり事業費 1,230

　歴史・文化継承事業など４事業を実施

14 ◎ 御所見地区地域まちづくり事業費 550

　田園パーク構想推進事業を実施

15 ◎ 遠藤まちづくり推進事業費 887

　遠藤魅力アップ推進事業など５事業を実施

16 ◎ 長後地域活性化事業費 967

　地域人材発掘・育成事業など６事業を実施

17 ◎ 辻堂地区地域まちづくり事業費 1,805

　辻堂交流事業など４事業を実施

18 ◎ 善行地区まちづくり事業費 1,221

　広報・地域ネットワーク構築事業など４事業を実施

19 ◎ △ 湘南大庭地域まちづくり事業費 1,644

　健康なんでも相談事業など３事業に加え、魅力あるまちづくりの実現に向けた大庭
城跡活性化事業など４事業を実施

20 ◎ △ 湘南台地域まちづくり事業費 3,484

　ようこそ先輩ｉｎ湘南台事業など６事業に加えて、活力あるまちづくりを推進する
ため、新たにダンス・アートイベントを行う文化創造事業を実施

21 ◎ 鵠沼地区まちづくり事業費 2,805

　まつり等事業など４事業を実施

22 ◎ 藤沢地区まちづくり事業費 1,703

　地域活性化事業、地域の見守り活動事業、地域活性化の新たな担い手育成事業の３
事業を実施

23 ◎ 村岡いきいきまちづくり事業費 1,069

　マナーアップ啓発事業など６事業を実施

24 ◎ 鵠沼市民センター改築事業費 24,700

　鵠沼市民センター等の再整備に向けた基本・実施設計委託を実施

25 村岡市民センター改築事業費 1,793,511

　村岡市民センター再整備に向けた建設工事等を実施

26 ミライカナエル活動サポート事業費 5,100

　叶えたい未来を想定し、地域課題の解決や暮らしの豊かさの実現に取り組む市民活
動団体に対して、立ち上げ時期から発展期、多様な主体との協働に至るまで、成長段
階に合わせた側面的な支援を実施

27 ◎ チームＦＵＪＩＳＡＷＡ２０２０推進事業費 14,066

　ボランティア活動のマッチング等を目的とした「チームＦＵＪＩＳＡＷＡ２０２
０」のポータルサイトの管理・更新、取組の拡充・浸透を図るための広報宣伝活動を
大学連携事業として実施

28 マイナンバーカード更新等対応事業費 27,394

　市民の利便性向上を図るため、マイナンバーカードの更新等の手続を行う特設窓口
の設置
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29 おくやみ手続支援事業費 62

  ご遺族の心身の負担軽減を目的に、死亡に伴う市役所での手続を分かりやすく案内
する窓口の運営

30 △ 氏名の振り仮名法制化対応事業費 147,549

　「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一
部を改正する法律」に基づき、戸籍の記載事項として新たに氏名の振り仮名を記載

31 ◎ △ 地域防災支援事業費 15,691

　地域における災害時の避難支援体制づくりを支援するため、避難行動要支援者名簿
の作成・提供を行い、市内の自主防災組織や福祉関係機関等に対し個別避難計画の作
成支援を実施

32 ◎ 防災設備等整備事業費 95,505

　防災備蓄資機材を効率的に活用した被災者支援に向け、現状の検証、整備・充実、
最適配置を進めるほか、引き続き、防災ラジオの市民頒布や、危険ブロック塀の除去
工事費への補助等、防災・減災に係る設備等を整備

33 △ 危機管理対策事業費 24,404

　安全で安心なまちづくりを推進し、地域防災力の向上及び災害対策の充実を図るた
め、津波避難ビルへ保温シートを配備し、防災・減災に役立つ情報収集として、ＳＮ
Ｓ緊急速報情報サービスを活用するほか、大規模災害時の罹災証明の発行及び被災者
支援の実効性を確保するため、被災者生活再建支援システムを導入

34 津波避難施設整備事業費 243,690

　津波からの避難について、長距離避難が必要な区域の中でも、特に津波避難が困難
な区域住民の避難先を確保するため、片瀬海岸３丁目９番先において津波避難施設及
び防災備蓄資機材等の整備を実施

35 ○ 防災情報配信設備等整備事業費 154,943

　災害時における住民の安全確保のための重要な情報伝達手段である防災行政無線に
ついて、基地局及び情報配信の一元化機能を付加した操作卓の更新等を実施

【環境保全費】　

36 ◎ ゼロカーボン推進補助事業費 162,604

地球温暖化対策として、国の「地域脱炭素移行・再エネ推進交付金」等の活用による
地球温暖化対策設備等の導入に関する補助事業を実施

37 ◎ 環境啓発推進事業費 7,798

　市民、事業者及び行政が一体となって、地球温暖化を中心とした環境課題に対応
し、「デコ活」を推進するため、環境フェア、ふじさわエコ日和及びふじさわ省エネ
チャレンジ等の啓発事業を実施

38 自然環境共生推進事業費 150,540

　生物多様性の保全と持続可能な利用に資する取組を推進するとともに、長久保公園
みどりの相談所の建替に向けた基本設計を実施

39 ◎ 緑地改修事業費 146,322

　土砂災害警戒区域等に位置する市有山林について、周辺住民等の安全確保のため、
宮前緑地において法面防護工事を実施

40 海岸美化関係費 50,344

　海岸清掃を一元化するため、県・関係市町・企業等により設立された（公財）かな
がわ海岸美化財団への藤沢市分負担金の拠出、ゴミゼロクリーンキャンペーン等を実
施

41 ◎ 防犯対策強化事業費 5,867

　市民・警察・行政が連携して犯罪防止に取り組むため、防犯パトロール団体等への
支援を行うとともに、特殊詐欺対策として迷惑電話防止機能付電話機等購入費の補助
及び迷惑電話防止機器の貸出しを実施
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42 ◎ 街頭防犯カメラ設置推進事業費 8,270

　湘南台駅に設置した街頭防犯カメラ３台を更新するとともに、自治会・町内会等が
設置する防犯カメラの設置費及び修繕費を補助

【民生費】　

43 ◎ △ 介護人材育成支援事業費 8,571

　介護職員等の負担軽減や業務効率化を図るためのシステム導入や業務改善に対する
支援を実施するとともに、潜在的介護支援専門員が復職するために必要な研修受講料
の助成や外国人介護職員の受入れ、介護職員の資質向上に係る支援等を実施

44 ◎ △ 生活困窮者自立支援事業費 56,455

　生活困窮者に対する自立支援を推進するため、就労準備支援事業、家計改善支援事
業、子どもの学習・生活支援事業、共生型ホームヘルプサービス事業や、家賃相当額
の支給及び家賃負担等の軽減が必要な方に転居費用を補助する住居確保給付金事業等
を実施

45 ◎ 包括的支援体制推進事業費 101,489

　地域共生社会の実現に向けた包括的な相談支援体制を推進するため、生活圏域１３
地区にコミュニティソーシャルワーカーを配置し、伴走的な個別支援と地域で活動す
る団体に対する支援を展開するとともに、その積み重ねから把握される地域課題の解
決に向けた取組を実施

46 ◎ △ 藤沢型地域包括ケアシステム推進事業費 ( 1,323 )

　ケアラー支援に関する条例の制定に基づき、ケアラー支援協議会の開催及び啓発事
業を実施

47 地域の縁側等地域づくり活動支援事業費 26,339

　藤沢型地域包括ケアシステムの推進にあたり、住民主体による支えあいの地域づく
り活動を行う団体への補助等を実施

48 ◎ △ 障がい児通所給付費等事業費 ( 26,084 )

　障がい児支援の質の向上のため、地域の中核的役割を担う児童発達支援センターの
機能強化事業を実施

49 ◎ 地域生活支援事業費 ( 360,570 )

　障がい者総合支援法に基づき、地域の特性や利用者の状況に応じた手話通訳者等派
遣、移動支援及び日中一時支援を実施

50 ◎ 障がい者相談支援事業費 177,609

　地域での相談支援体制である障がい者地域相談支援センター、専門相談支援事業所
及び基幹相談支援センターの運営、安全・安心プランの普及等を実施

51 ◎ 地域介護予防活動支援事業費 ( 5,196 )

　介護予防について、地域で自主的に活動を継続できるような人材の育成、地域の縁
側（介護予防特化型）等活動団体の支援を実施

52 地域密着型サービス整備助成費 51,002

　定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所、認知症対応型共同生活介護事業所（グ
ループホーム）を新規開設する事業者に対し、開設準備に要する経費を助成

53 ◎ △ こども施策関係事業費 ( 5,276 )

　子ども・若者がこども施策に対する意見表明をすることができる環境整備を行うと
ともに、その意見の施策への反映を含めたフィードバックを行う仕組みを構築

54 小児医療助成費 2,485,480

　子どもたちの健康増進と子育てに係る保護者の経済的負担の軽減を図るため、１８
歳に達する日以後の最初の３月３１日までの入通院に係る医療費を助成

55 △ 市立保育所整備費 ( 48,831 )

　市立保育所の給食における主食提供について、保護者の負担軽減等のため、新たに
藤沢保育園、明治保育園及び湘南台保育園において提供を開始
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56 ◎ △ 法人立保育所運営費等助成事業費 ( 382,598 )

　保育士試験対策講座等の保育士確保策及び病児保育事業の実施、一時預かり事業実
施園の拡充、保護者が手ぶらで登園できる環境整備への補助を実施

57 ◎ 藤沢型認定保育施設補助事業費 72,894

　藤沢型認定保育施設の安定的な運営を支援し、保育環境の充実と質の向上を図るた
め、運営費の補助を実施

58 ◎ 法人立保育所等施設整備助成事業費 ( 51,790 )

　保育需要の高い地域に認可保育所を新設するため、整備に要する費用の一部に対す
る助成等を実施

59 ◎ 医療的ケア児保育事業費 26,745

　保護者の子育てと仕事等の両立を支援し、インクルーシブな保育を推進するため、
児童の状況に応じた受入体制を確保

60 ◎ 幼稚園人材確保支援事業費 7,450

　市内幼稚園等における幼稚園教諭等の確保、定着及び離職防止を図るため、住宅手
当補助金等の人材確保事業を実施

61 ◎ 少年の森整備事業費 34,307

　藤沢市少年の森再整備基本方針及び基本構想に基づき、施設の設計準備段階から関
与できるよう早期に運営事業者を選定し、設計事業者と施設理念を共有しながら、基
本計画及び運営・管理計画の策定等を実施

62 △ （公財）藤沢市みらい創造財団青少年事業関係費 ( 473 )

　保護者が就労等により放課後不在となる家庭等の児童に対し、放課後における安全
で安心な居場所の確保、放課後の時間の有効活用のため、ランドセル来館事業を実施

63 放課後児童健全育成事業費 1,238,949

　保護者が就労等により放課後不在となる家庭等の児童に居場所や生活の場を提供す
る放課後児童クラブ事業を実施するとともに、長期休暇対策事業（サマースクール事
業）を実施

64 ◎ 放課後児童クラブ整備事業費 52,903

　運営事業者の公募を実施するとともに、鵠洋小学校区における新設整備を実施

65 ◎ 放課後子ども教室整備事業費 2,435

　放課後などに小学校の余裕教室等を活用し、子どもたちの安全・安心な居場所を整
備

【衛生費】　

66 ◎ △ 乳幼児健診事業費 107,669

　すべての子どもが健やかに成長できるように乳幼児の発育・発達の確認を行う健康
診査を実施するとともに、新たに５歳児支援事業の実施に向けた体制構築の検討等の
取組を実施

67 ◎ 不妊・不育症治療助成事業費 28,350

　医療保険適用の生殖補助医療（体外受精・顕微授精等）を行う際に、併用して先進
医療の治療を受けた方、又は不育症の診断後に行った治療や検査を受けた方に対し、
治療費の一部を助成

68 ◎ △ 妊娠・出産包括支援事業費 652,144

　妊産婦健康診査や新生児聴覚検査の費用助成を行うほか、母子の負担を軽減する産
後ケア事業を行うとともに、妊婦のための支援給付及び妊婦等包括相談支援事業を実
施
　妊婦健康診査の費用助成額の増額、産後ケア事業におけるショートステイの利用者
自己負担の減額により、妊産婦の経済的負担を軽減
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69 ◎ 健康づくり推進事業費 ( 1,976 )

　身体活動の促進を図るため、「ふじさわ歩くプロジェクト」による歩きたくなる情
報発信や環境づくりを実施

70 ◎ がん検診事業費 707,896

　がんの早期発見、早期治療を目的に、市内指定医療機関におけるがん検診を実施す
るほか、受診率の向上を図るため、がん検診の対象者に受診券を個別送付するととも
に、乳がん・子宮頸がん検診について無料クーポン券の配付を実施

71 ◎ がん療養支援事業費 7,690

　がん患者に対し、外見変化に伴う苦痛を軽減し、療養生活の質の向上を図るために
ウィッグの購入・レンタル費用並びに胸部補整具の購入費用の一部助成を実施
　４０歳未満のがん患者で、ターミナル期を自宅で療養する者に対して、訪問介護
サービス費用や、福祉用具の購入・レンタル費用等に関する助成を実施

72 △ 各種予防接種費 ( 67,375 )

　国の定期接種化を受けて、帯状疱疹ワクチンの定期予防接種を新たに実施

73 ○ 火葬場予約システム関係費 7,296

　利用者の利便性を図るとともに、今後の多死社会の本格化に伴い増加する事務負担
の軽減を図るため、新たに火葬場予約システムを導入

74 ◎ △ 廃棄物等戸別収集事業費 1,684,812

　市民生活の衛生保持のため、市内の一般家庭等から排出される可燃ごみ、不燃ご
み、資源等の収集を実施するとともに、高齢者等の排出及び集積所維持管理の負担軽
減を目的とした全品目戸別収集の一部区域での試行実施

75 △ 一般廃棄物中間処理施設整備事業費 1,045,113

　石名坂環境事業所大規模整備事業として、新１号炉の基幹的設備改良工事等を実施
するとともに、し尿処理広域化施設の整備に向けた計画策定及び藤沢市一般廃棄物処
理施設整備基本計画の策定（２か年継続事業）

【労働費】　

76 ◎ 就労支援事業費 33,042

　自立や就労に困難を有する若者を対象とした「若者しごと応援塾：ユースワークふ
じさわ」を実施するほか、求職者や勤労者を対象とした就労支援及び資格取得講座を
実施するとともに、女性デジタル人材を育成するためのセミナー及び就労につなげる
相談支援を実施

77 ◎ ○ 健康経営推進事業費 746

　市内企業における人材不足解消の取組の一環として、健康経営の更なる推進を図る
ため、健康経営優良法人認定取得に係る費用補助などのインセンティブ制度の構築、
健康経営に関する周知啓発や健康経営優良法人認定取得企業のＰＲを実施

【農林水産業費】　

78 ◎ 農業者等原油価格・物価高騰対応助成費 42,878

　飼料購入に係る経費の負担増に対する支援を実施

79 ◎ 担い手育成支援事業費 28,665

　新規就農者や農業後継者が営農を継続していくために必要な支援を行うほか、担い
手不足解消のため、農福連携に取り組む農業者への支援を実施

80 ◎ △ 産地競争力強化事業費 27,132

　ビニールハウスフィルムを使用する農業者を対象に、張り替えに要する経費への支
援を新たに実施するほか、産地競争力の強化と継続的な産地形成を図るため、各農業
者団体への支援を実施

81 △ 農業基盤整備事業費 ( 18,645 )

　取水堰をはじめとする大規模構造物が耐用年数を迎えることから、農業用取水施設
の機能保全計画を策定
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82 漁港機能保全対策事業費 133,829

　令和５年度に実施した片瀬漁港施設定期点検調査委託において、西防波堤及び防砂
堤の基礎部である鋼矢板に開孔が確認された。時間の経過とともに開孔は広がり、中
詰め材の流失による陥没等の危険性が増大することから、早期に鋼板の溶接による補
修を実施

【商工費】　

83 新産業創出事業費 46,088

　産学官連携のもと、新産業の創出、起業家の育成を支援

84 ◎ 企業立地等促進事業費 9,082

　企業誘致の促進と既存企業の市内投資の誘発を図るため、企業立地のための優遇措
置を実施

85 ◎ 地域密着型商業まちづくり推進事業費 24,258

　商店街の活性化を目的にした取組や販売促進イベントなどの「商店街にぎわいまち
づくり支援」事業、商店が主役となる「まちゼミ」事業、市民が主役の地域活性化の
取組である「ふじさわ元気バザール」事業に対する支援

86 ◎ 商店街経営基盤支援事業費 43,227

　商店街の駐車場運営事業、街路灯電灯料、共同施設設置事業（街路灯や防犯カメラ
等の設置・修繕）に対する支援

87 ◎ 誘客宣伝事業費 65,632

　国内外から広く誘客するため、ビッグデータを踏まえターゲットを分析し、「藤沢
市観光振興計画」に基づく短期的・長期的な戦略により、観光プロモーションやマー
ケティング調査、さまざまなメディアを活用した積極的な情報発信を行うとともに、
海外旅行博に出展し、今後の観光需要を見据えたプロモーションを実施

88 湘南江の島フェスティバル事業費 17,096

　四季を通じた通年型観光地づくりをめざし新たな観光資源の発掘、既存の観光資源
の有効活用について、地元観光事業者等と連携し一体となった事業展開により、さら
なる観光誘客を推進

89 湘南藤沢フィルム・コミッション事業費 25,387

　本市を舞台とする国内外の映画・ドラマ・ＣＭ等のロケーション撮影や映像作品の
誘致を図るため、地元との調整、撮影環境の整備等を推進するとともに、誘致作品の
ロケ地マップ作成やデジタルスタンプラリーを行い、効果的な本市のプロモーション
を実施

90 海水浴場対策費 71,654

　海水浴場の安全性及び快適性を確保するため、救護警備や危険防止施設設置等の安
全対策を講じた海水浴場の開設を推進

【土木費】　

91 △ 建築物等防災対策事業費 61,714

　従来の旧耐震基準の木造住宅、分譲マンション及び緊急輸送道路沿道建築物に、新
たに２０００年基準を満たさない木造住宅を対象に加え、耐震診断・耐震改修工事等
に要する費用の一部を補助

92 ◎ 市道新設改良費 ( 429,311 )

　藤沢本町駅周辺の歩行者の安全性向上と車両交通の円滑化を図るため、藤沢６５２
号線の道路改良工事等を実施、長後駅周辺の交通混雑の緩和と歩行者の安全性向上を
図るため、市道１４７号線の詳細設計や長後７２５号線の歩道整備工事等を実施する
ほか、ふじさわサイクルプランに基づき、八松小学校北通り線ほかの自転車通行空間
づくりを実施
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93 自転車駐車場整備費 11,090

　自転車等駐車場利用者の利便性と利用環境の向上を図るため、既存自転車等駐車場
の機械化などを実施

94 ◎ 河川水路修繕費 ( 273,345 )

　大規模な水害等の被害を軽減するため、用田１号水路流域の浸水対策を進めるほ
か、損傷が著しい小糸川の護岸について改修工事を実施

95 ◎ 一色川改修費 158,836

　一色川流域の浸水被害の軽減を図るため、奥山田橋架替工事を実施

96 ◎ △ 総合交通体系推進業務費 ( 25,677 )

　市民の外出を促進するとともに日常生活の移動を支える持続可能な交通体系の構築
を推進するため、高齢者の外出率向上につながる施策、モビリティ・ハブやいずみ野
線延伸に関する検討を実施

97 △ 都市計画基本図作成費 ( 39,996 )

　まちづくりのＤＸを推進するため、横断的なデータ利用、全体の業務プロセスのデ
ジタル化などに資する３Ｄ都市モデルの整備を実施

98 ◎ 景観資源推進費 21,361

　旧東海道藤沢宿街なみ継承地区の歴史・文化の継承及び地域の活力やにぎわいの創
出を図るため、旧桔梗屋における保存活用計画の策定及び活用事業者の選定に向けた
取組を進めるとともに、都市景観に関する意識啓発を実施

99 ◎ 健康と文化の森整備事業費 38,626

　健康と文化の森地区の土地区画整理事業区域において、活力ある都市拠点の形成に
向け、土地利用や導入機能の具体化等を推進

100 ◎ 新産業の森整備事業費 23,122

　新産業の森西部地区において、さらなる産業拠点の創出に向け地域住民等との協働
によるまちづくりの具体化に向けた検討を実施

101 遠藤葛原線新設事業費 31,577

　遠藤葛原線全線の早期の都市計画決定に向け、その前提となる警察との協議を行う
ための道路予備設計等を実施

102 ◎ 藤沢駅周辺地区再整備事業費 1,790,345

　藤沢都心部の再活性化に向け、藤沢駅南北自由通路拡幅整備に伴う工事及び詳細設
計並びに藤沢駅南口駅前広場のエスカレーター等の詳細設計を行うとともに、指定管
理者制度を活用し、にぎわい創出事業等を実施する等、各プロジェクトを推進

103 ◎ 村岡地区都市拠点総合整備事業費 2,149,389

　村岡新駅周辺に新たな都市拠点を創出するとともに、「かながわ都市マスタープラ
ン」に位置付けられた村岡・深沢地区における都市圏域の自立を支える新たな地域の
拠点の整備に向けて神奈川県、鎌倉市と広域連携を図りながら、新駅設置に向けた工
事及び村岡・深沢地区土地区画整理事業等、まちづくりの事業推進に向けた取組を実
施

104 ◎ 公園改修費 ( 93,188 )

　土砂災害警戒区域等に位置する本在寺公園等の法面について、周辺住民等の安全確
保のため、委託及び工事を実施

105 近隣・街区公園新設事業費 192,965

　大門公園ほか２公園は、地域に親しまれ、誰もが使いやすい公園となるよう、機能
や施設の再編を含めた整備に向け、詳細設計等を実施するとともに、公園・緑地予定
地の施設修繕を実施
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106 ◎ △ 住宅政策推進費 18,530

　住宅確保要配慮者に向けた居住支援、「湘南ライフタウン活性化指針」を踏まえた
人材発掘・育成等のほか、マンション管理の適正化に向けた取組など総合的な住宅政
策を推進するとともに、「藤沢市住宅マスタープラン」の改定に向けた検討等を実施

107 ◎ 空家対策関係費 7,267

　「藤沢市空家等対策計画」に基づき、空家の発生抑制、適正管理の促進、利活用の
推進に関する取組を実施

108 △ 住宅環境整備事業費 10,780

　市営住宅の良好な居住環境の整備・改善を図るため、「藤沢市市営住宅等長寿命化
計画」を改定し、「（仮称）藤沢市市営住宅マネジメント計画」を策定

【消防費】　

109 大規模震災等対策強化事業費 49,605

　大規模な地震災害に備え、御幣下公園に耐震性防火水槽を整備するほか、多様化す
る各種災害から安全・安心な暮らしを確保するため、特殊災害対応資機材を整備

110 ◎ 本町出張所改築整備事業費 ( 20,064 )

　建設工事期間中の消防力維持を目的とし、仮設庁舎での運用を継続

【教育費】　

111 奨学金給付事業費 13,077

　意欲と能力のある高校生等が、経済的な理由により進学を断念することなく、大学
等での修学の機会が得られるよう、給付型の奨学金による支援を実施

112 学校適正規模・適正配置関係事業費 1,216

　藤沢市立学校適正規模・適正配置第１期実施計画に基づき藤沢市立学校通学区域検
討委員会及びワークショップを開催し、学校の過大規模解消等に向けた取組を推進

113 △ 教育情報機器関係費 1,327,092

　学校教育の情報化の推進に向けて、１人１台端末の更新をはじめとする教育情報機
器及び教育用ソフトウェアを充実するとともに、教職員の教育情報機器活用の支援を
行い、その利用を促進

114 教育情報化推進事業費 157,897

　学校ＩＣＴ機器の円滑な利用と情報セキュリティの確保を図るための学校ＩＣＴ基
盤の運用、保護者連絡ツール及び採点ソフトの活用

115 ◎ △ 児童生徒学習支援関係費 ( 16,972 )

　教育を受ける権利を保障し、学校教育における多様な学びの場を確保するため、補
習指導や不登校児童生徒等に対する別室指導を継続するとともに、新たに宿泊行事帯
同の学習支援事業を実施

116 ◎ 特別支援教育整備事業費 ( 29,818 )

　令和８年４月に明治中学校、六会中学校及び藤ヶ岡中学校に特別支援学級を開設す
るため、その準備として教室等の整備を実施

117 学校施設環境整備事業費（小学校） 400,581

　小学校の教育環境の向上を図るため、屋内運動場を含めた空調整備等の事業を実施

118 辻堂小学校改築事業費 185,956

　辻堂小学校校舎改築等に向けた基本・実施設計及び事前家屋調査等を実施

119 ○ 鵠洋小学校改築事業費 23,771

　鵠洋小学校校舎改築等に向けた基本・実施設計等を実施
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120 学校施設環境整備事業費（中学校） 133,411

　中学校の教育環境の向上を図るため、屋内運動場を含めた空調整備等の事業を実施

121 鵠沼中学校改築事業費 216,585

　鵠沼中学校校舎改築等に向けた基本・実施設計及び事前家屋調査等を実施

122 ◎ △ 中学校給食施設整備費 ( 9,779 )

　中学校給食の安定供給を行うため、学校給食センターの建設及び運営に向けた検討
を実施

123 △ 学校・家庭・地域コミュニティ推進事業費 10,806

　子どもたちの「生きる力」を育むため、コミュニティ・スクール（学校運営協議会
制度）を推進し、学校や子どもたちが抱える様々な課題について、地域学校協働活動
を企画・実施することで、各校の学校教育目標や学校がめざす姿を実現する。

124 ◎ 文化財収蔵庫整備事業費 16,253

　収集した文化財を確実に後世へと継承し活用するため、市内各所に分散しかつ老朽
化している収蔵施設を集約し、文化財を適正に保管・活用できる施設を整備

125 ◎ △ スポーツ都市宣言推進事業費 59,904

　「藤沢市スポーツ都市宣言」の理念のもと、誰もが生涯にわたってさまざまなス
ポーツに親しめるよう、「する」「観る」「支える」スポーツを推進するため、身近
な場所で体験ができる各種事業を実施するほか、東京２０２５デフリンピック開催に
向けて、周知啓発を行うとともに、ポルトガル共和国の事前キャンプにおいて、県と
連携し交流事業等を実施

126 スポーツ施設整備費 70,113

　市民が安心して利用できるスポーツ施設を維持していくため、八部公園屋外プール
水底塩ビシート張替修繕工事等を実施

＜特別会計＞

1 北部第二（三地区）土地区画整理事業費 3,429,165

　街路築造工事、建物移転補償等

2 墓園事業費 770,188

　墓園管理・墓所貸付、施設改修工事等

　大庭台墓園立体墓地再整備事業

　大庭台墓園合祀墓建設工事及び工事監理委託

3 国民健康保険事業費　 37,995,002

　被保険者　７０，５１０人
  加入世帯　４９，４０７世帯

4 介護保険事業費 35,138,449

　第１号被保険者　１０９，０８４人　第２号被保険者　１６４，７４３人
　要介護・要支援認定者　　２２，７０２人

◎ 　一般介護予防事業

　フレイル予防に関する正しい知識の普及、啓発、習得機会の提供

　包括的支援事業

　認知症総合支援事業、在宅医療・介護連携推進事業、地域ケア会議運営事業などを
実施

5 後期高齢者医療事業費 8,397,786

　被保険者　６５，６８８人
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　（公営企業会計）　

6 下水道事業費 21,252,755

◎ 　地震対策事業

　　大清水浄化センター沈砂池・管理棟耐震対策工事委託（令和６年度～令和
　　８年度）、辻堂浄化センター耐震耐津波診断委託、鵠沼桜が岡四丁目地内
　　管渠耐震化工事、片瀬二丁目地内管渠耐震化工事ほか

　ストックマネジメント実施方針に基づく長寿命化対策事業

　　大清水浄化センター沈砂池改築機械・電気工事委託（令和６年度～令和
　　８年度）、浜見山ポンプ場他ポンプ設備改築工事（令和６年度～令和７
　　年度）、南部処理区ポンプ場計装設備改築工事、東部処理区管渠更生工
　　事（その４）、南部処理区管渠更生工事（その３）ほか

　浸水対策事業

　　大清水浄化センター浸水対策工事その２、本藤沢五丁目地内雨水管渠築造
　　工事ほか

7 市民病院事業

　病院運営事業 26,497,222

　　高度急性期・急性期医療を担う地域の基幹病院として、地域の医療機関と連
　携を図りながら質の高い医療を提供

◎ 　市民病院再整備事業

　　西館等再整備に向けた基本計画の策定

　医療総合情報システム整備事業

　　部門システムの更新等

　医療器械等購入事業

　　血管撮影装置をはじめとした医療器械・備品の導入及び更新
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